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新旧対照表（改正案） 

令和６年 11 月 11 日／鳥取県救急搬送高度化推進協議会 
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番号 頁 改正前 改正後（案） 

11 15 

 
 

声門通過確認 
いいえ 

はい 

（１０ml） 
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番号 頁 改正前 改正後（案） 

15 18 気管挿管プロトコル 

 

１～２ 略 

 

３ 実施上の留意事項 

（１）気管挿管に３０秒以上要する場合は、気管挿管を断念するかＣＰ

Ｒを行った後、１回に限り再試行を行うことができるものとする。 

（２）喉頭展開と気管挿管の施行は原則として最大２回までとする。 

（３）直視下で気管内チューブが声門を通過するのを確認する。ビデオ

喉頭鏡を用いる場合は、モニターにて気管内チューブが声門を通過

するのを複数名で確認する。声門通過に確信が持てないときは、喉

頭展開し再確認する。 

（４）送気困難時は気管チューブ内を吸引し再度送気確認を行うものと

する。 

（５）二次確認は結露、二次確認器具を使用し総合的に判断する。 

（６）気管挿管時、異物除去時及び二次確認時は可能な限り胸骨圧迫を

行うものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

気管挿管プロトコル 

 

１～２ 略 

 

３ 実施上の留意事項 

（１）気管挿管に３０秒以上要する場合は、気管挿管を断念するかＣＰ

Ｒを行った後、１回に限り再試行を行うことができるものとする。 

（２）喉頭展開と気管挿管の施行は原則として最大２回までとする。 

（３）直視下で気管内チューブが声門を通過するのを確認する。ビデオ

喉頭鏡を用いる場合は、モニターにて気管内チューブが声門を通過

するのを複数名で確認する。声門通過に確信が持てないときは、喉

頭展開し再確認する。 

（４）送気困難時は気管チューブ内を吸引し再度送気確認を行うものと

する。 

（５）二次確認は結露、二次確認器具を使用し総合的に判断する。 

（６）気管挿管時、異物除去時及び二次確認時は可能な限り胸骨圧迫を

行うものとする。 

（７）気管内チューブチューブ挿入後にチューブの深さを門歯位置で

確認する（男性約 20～24cm、女性約 19～22 ㎝）。 
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番号 頁 改正前 改正後（案） 

29 31 血糖測定及び低血糖発作症例へのブドウ糖溶液の投与プロトコル 

 

１～３ 

 

４ 血糖測定及びブドウ糖溶液投与について 

（１）傷病者を観察し、血糖測定及びブドウ糖溶液投与の適応について

確認する。 

（２）医師は、ブドウ糖溶液の投与の適応を確認し指示をする。 

（３）静脈路確保の方法は、心肺機能停止に対する静脈路確保プロトコ

ルに準ずる。 

（４）穿刺針の太さ（ゲージ）は傷病者の状態等により選択する。 

（５）輸液の速度は、維持輸液（１秒１滴程度）を目安とする。 

（６）医師の指示に応じ、血糖の再測定をしてもよい。 

（７）地区ＭＣ協議会において事後検証を受けるものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

血糖測定及び低血糖発作症例へのブドウ糖溶液の投与プロトコル 

 

１～３ 

 

４ 血糖測定及びブドウ糖溶液投与について 

（１）傷病者を観察し、血糖測定及びブドウ糖溶液投与の適応について

確認する。 

（２）医師は、ブドウ糖溶液の投与の適応を確認し指示をする。 

（３）静脈路確保の方法は、心肺機能停止に対する静脈路確保プロトコ

ルに準ずる。 

（４）穿刺針の太さ（ゲージ）は傷病者の状態等により選択する。 

（５）輸液の速度は、維持輸液（１秒１滴程度）を目安とする。 

（６）ブドウ糖の投与の速度は、１本あたり９０秒以上かけて２本投与

することを目安とする。 

（７）医師の指示に応じ、血糖の再測定をしてもよい。 

（８）地区ＭＣ協議会において事後検証を受けるものとする。 
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番号 頁 改正前 改正後（案） 

33, 

34, 

38 Ⅱ 事後検証について 

 

各地区メディカルコントロール協議会または各消防局は、地域の実情

に応じた事後検証実施要領等を作成し、一次検証、二次検証及び三次検

証等を実施すること。 

なお、各地区において全県的に検討が必要な課題等が生じた場合に

は、速やかに救急搬送協議会に報告すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 事後検証について 

 

各地区メディカルコントロール協議会または各消防局は、地域の実情

に応じた事後検証実施要領等を作成し、一次検証、二次検証及び三次検

証等を実施するとともに、三次検証を実施した場合は、速やかに救急搬

送協議会に報告すること。 

 


